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2025 年 1 月 25 日 

常磐松自動車倶楽部 2024 年度総会 議案書 
 

１．ご挨拶  

OBOG の皆様、あけましておめでとうございます。 

お陰様で、創部 90 周年記念事業を無事完了させることができました。事業費

の寄付、イベントや祝賀会への参加など OBOG の皆様には、ご支援ご協力いた

だきまして、心より感謝申し上げます。また、準備にかかわっていただいた若手

OBOG の皆さんには、準備期間として約 2 年のもの間、週末の時間を打ち合わ

せに費やし、寄付金集めや記念品の段取り、イベント、祝賀会の準備と当日の運

営など、皆さんの努力があってこそ、成功裡に完了できたわけで、あらためて感

謝申し上げます。 

さて、本日の総会の議題を以下に議案書としてまとめておりますので、ぜひ、

忌憚のないご意見をお聞かせいただけきたく、よろしくお願いいたします。  

会⾧ 水野 政純 

 
２．議案書  

【議題１】2024 年度 事業報告 

2024 年度は、以下の事業を実施しました。 

1） 令和 5(2023)年度 OB 会総会、新年会  2024 年 1 月 13 日(土)  

2） 役員会 2024 年 3 月 24 日(日)Zoom ミーティングで開催 

議題；総会での指摘事項（予算の見直し） 
3） 90 周年記念事業関連 

① 準備会議（主に LINE 会議） 

2024 年 2 月 4 日(日)、3 月 2 日(土)、4 月 27 日(土)、5 月 12 日(日)、

6 月 2 日(日)、６月 29 日(土)、７月 14 日(日)、8 月 11 日(日)、8 月

31 日(土)農大サポート打ち合わせ、8 月 31 日(土)、9 月 22 日(日)、

10 月 19 日(土)、11 月 2 日(土)、11 月 10 日(日)、11 月 23 日(土)、 

12 月 14 日(土)反省会 計 16 回開催 

（2023 年度 10 回開催、累計 26 回開催） 

メンバー：水野、廣川、石川、百瀬監督、柳川友美コーチ、望月コー

チ、福井(旧姓村瀬)、神谷(旧姓西)、石岡、森川、山内、戸田、山崎、
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石井、吉川、池永、中込、林(夏生)、湯浅、林(哲平)、高田、真殿、

現役（斎藤、本橋）（順不同・敬称略） 

② 90 周年記念イベント（オートテスト）9 月 14 日(土) 茨城中央サー

キット、18 台、30 名参加 

③ 90 周年記念祝賀会 11 月 30 日(土) 榎本ホール 

120 名参加（来賓 26 名、OBOG78 名、現役その他） 

④ 90 周年記念誌 B5 判 48 ページ 

⑤ 90 周年記念ノベルティーグッズ製作 ピンバッチ 2 種、キャップ、

ステッカー 

⑥ 記念品贈答 スラローム競技車（スイフトスポーツ）2 台及び関連

部品、コンプレッサー1 台、ノートパソコン 1 台 

⑦ 募金状況   

2024 年 12 月 31 日現在 85 件 4,570,293 円（目標 400 万円） 

⑧ 協賛 OBOG 

1991 年卒 斉藤隆文 OB スイフトスポーツ 1 台 

1969 年卒 向井義昶 OB 祝賀会用日本酒 

1983 年卒 宮坂裕之 OB 祝賀会用、引出物用日本酒 

1983 年卒 廣川哲也 OB 祝賀会引出物お米 

1983 年卒 片上裕之 OB 祝賀会引出物醤油 

1985 年卒 OB 一同    祝賀会用ワイン 

2003 年卒 石山高広 OB 沙織 OG 祝賀会提供洋梨 

2017 年卒 小田中大弥 OB 祝賀会用日本酒 

⑨ 収支 
[資料①]参照 

現在、記念品の競技車部品の調達中につき、会計報告は速報版とな

ります。 

残金については、三井住友銀行経堂支店口座に移管します。 

    ※90 周年記念事業につきましては、完了後、会報にて詳細報告を行い

ます 
4）軽自動車６時間耐久レース参戦 

OB 戦：2024 年 10 月２1 日(土)、現役戦支援：22 日(日) 
詳細報告は［議題３］にて 
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5）OB 会報発行（4 回） 

  2024 年春号（臨時号）2024 年 3 月 25 日 

 2024 年夏号（創部 90 周年記念事業活動報告、90 周年記念イベント  

オートテスト参加申し込み案内）発行 2024 年 7 月 27 日 

2024 年秋号発行 2024 年 10 月 25 日 

2024 年冬号発行 2024 年 12 月 25 日 
6）現役支援 

①現役大会遠征費補助（8/3 那須、8/24 鈴鹿遠征宿泊費） 

②準中型免許所得費補助金（2 名分） 

  7）ホームページ開設（https://nodai104.com/）⇒右記 QR 参照 

   OB 会の情報を会員の皆様にタイムリーに発信していくことを目指して。

ホームページを開設しました。 

   OB 会からのお知らせや会報や記念誌のアーカイブはじめ、住所変更手続

きなど、会員の皆様とのコミュニケーションをさらに円滑に進めていきた

いと思います。 

 
【議題２】2025 年度 事業予定 

  2025 年度は、以下の事業を予定しています。 
1)総会 

令和 2024 年度 OB 会総会 2025 年 1 月 25 日(土) 
2)役員会 

第 1 回 2025 年 6 月上旬 

第 2 回 2025 年 10 月下旬 
3)OB 会報発行予定 

  臨時号発行 2025 年春（90 周年記念事業報告） 

夏号発行 2025 年 7 中旬 

冬号発行 2025 年 12 月上旬 

4)軽自動車 6 時間耐久レース OB 戦参戦、現役戦支援 2025 年 10 月 

5)現役支援（広島・鈴鹿遠征費宿泊費、準中型免許取得費補助） 

6)その他 ・学連コンペ幹事校  

11 月 8 日(土) 霞南ゴルフ倶楽部（茨城県稲敷市） 

・ホームページ更新（随時） 
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【議題３】2024 年度軽自動車耐久レース報告および 2025 年度参加要領 

[資料②]参照 
 
【議題４】2024 年度 会計報告 

[資料③]参照 
 
【議題５】2025 年度 予算報告 

[資料④]参照 
 
【議題６】常磐松自動車倶楽部 役員案（敬称略） 

  会  ⾧ 水野 政純（1983 年卒）  

  副 会 ⾧ 廣川 哲也（1983 年卒） 

監  事 番場 裕介（1972 年卒）   

常任役員 清水 憲嗣（1969 年卒） 

     石川 高晴（2006 年卒） 

     百瀬恭太郎（2014 年卒）監督 

柳川 友美（2011 年卒）コーチ 

神谷さつき（2004 年卒）会計担当 

福井 佳代（2004 年卒）会計担当 

事務局員 池永   勝（2019 年卒） 

     真殿妃華李（2023 年卒） 

現役指導体制 

監  督 百瀬 恭太郎（2014 年卒） 

コ ー チ 松野 友美（2011 年卒） 

望月 健太（2018 年卒） 

※退任役員   副会⾧：小林士郎、常任役員：岡圭介、江本知文 

        永い間、ありがとうございました。 

 
３．その他  

1)OB 会事務局の拡充について 

昨年に引き続き、会報作成・発送をお願いできる方を数人募集します。 

現状、監督、コーチの力を借りなければ事務局運営がままならい状況ですが、

現役の指導体制との兼務による負担が大きく、OB 会の運営と分離することで

負担の軽減を図りたいと考えています。ぜひ、ご協力いただける方にお願いし
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たいと思います。 

  

2)現役の状況について（齋藤主将報告） 

①2025 年度 新役員・部員 

主 将：齋藤   樹（地域環境科学部森林総合科学科 3 年）新 4 年 

副 将：中杉 琉聖（国際食料情報学部食料環境経済学科 2 年）新 3 年 

主 務：本橋 由吉（国際食料情報学部バイオビジネス学科 3 年）新 4 年 

幹事・統制：渡邊 温史（地域環境科学部森林総合科学科 1 年）新 2 年 

会 計：永峯 楓斗（地域環境科学部地域創成学科 2 年） 新 3 年 

会 計 補 佐：横井  啓（応用生物科学部農芸化学科 1 年） 新 2 年 

渉外・車両：倉本  空（生命科学部分子生命化学科 1 年） 新 2 年 

競技・整備：渡部 隼矢（地域環境科学部地域創成学科 2 年） 新 3 年 

併せて 8 名と非常に寂しい人数ではありますが新入生は 3 名入部をしてくれ

ました。今年度も引き続き新歓活動に力を入れて部員数の増加を目指していき

ます。 

②部活動の状況 

引き継ぎが不十分のままスタートした令和 6 年度の活動は苦難の連続でした

がなんとか乗り越えることができました。 

少ないメンバーですべての大会出場をこなしていくのは容易ではありません

でしたが、OB 会・OB の皆様に多大なるご協力を頂けたことで、鈴鹿への遠征

や軽耐久レースに出場も出来るなど、皆の良い経験となっております。 

今年度は昨年度より部としてのクオリティ、厚みを増していけるよう積極的な

練習会への参加、整備技術の向上を目標に活動していきたいと思います。 

今期はいよいよダートトライアルを新規定で参加いたします。車両製作やセッ

ティング面などで忙しい 1 年になることが予想されますが引き続き頑張って参

ります。 

③2025 年度 卒業生 

なし 

以上 


